
 
 
 
 
 

 

JAL原告団、稲盛会長との直接対話を重ねて要求・・・ 

稲盛会長は、 
  「申し訳ない気持ちでいっぱい・・・、誠意を持

って話したい ！」  （２０１１．１．１９） 

「１６０人を残すことが経営上不可能かと言えば、 

そうではない・・・」    （２０１１．２．８） 

 しかし、実際には直接対話を拒否！         JAL本社への要請も拒否 ！ 

       ならば会長のお膝元、京セラ本社前で訴えを・・・ 

「 そうだ ！  京都へ行こう ！ 」 

 ＜原告団は西へ＞  ６月２０日 大阪支援共闘会議勝利決起集会 

６月２１日 京都行動（京セラ前）・京都支援共闘会議結成総会 

暑い！京都 での 原告団の熱き闘い ！ 
大阪・京都の支援の方々の、温かい思いに勇気づけられ、 

ウィットに富んだ応援に暑さも吹き飛び、物心両面からのご支援に、 

原告団一同、とても感謝、感謝の関西での行動でした。 

「稲盛会長、 私たちは 渦の中心の土俵のど真ん中で、 

本音でぶつかる準備が整っています。有言実行 ！  

人間として何が正しいか、真の勇気を持ち、 

スピード感を持って決断し、行動を ！」  

  

日本航空は経営上必要のなかった 

整理解雇を早急に撤回し、 

真の再生に力を注ぐべきです！！ 
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